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ホルムズ海峡ショック ～止まる原油、高騰する海運市況～

品質向上のため
アンケートにご協力ください。

PCの方は
コチラを
クリック

※ ナインアウト株式会社が提供する
アンケートサイトへ遷移します。
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ホルムズ海峡通航船が大幅に減少

タンカー市況は高騰

2026年2月に米国・イスラエルによるイラン攻撃が開
始され、現在に至るまで3か月近くにわたり、中東情勢
は緊迫した状況が続いています。

この間、イランの南側に面し、世界で消費される原油
の約2割、日本に輸入される原油の約9割が通過する
ホルムズ海峡では、イランの軍事勢力による事実上の
封鎖が続けられています。

このため、ホルムズ海峡を通航する船舶は、従来は
約3,600隻/月にのぼっていましたが、3月以降は200～
400隻と大幅に減少しています（図表１）。

（資料）Clarksons ResearchよりひろぎんHD経済産業調査部作成

図表１ ホルムズ海峡を通行する船舶の隻数

（資料）Clarksons ResearchよりひろぎんHD経済産業調査部作成

原油調達先拡大の動きからタンカーを確保する動きが活発化したため、タンカー市況は、3月には年初比で約2倍
となる134千ドル/日まで急騰し、その後も高値圏が続いています。これは過去10年間の平均（約35千ドル）の約4

倍に達する極めて高い水準です（図表２）。

中東情勢の先行きは不透明で、①和平交渉妥結による早期制限解除、②交渉長期化による通航制限の継続、
③紛争の再激化といった複数のシナリオが想定されます。ただし、仮に早期に通航制限が解除された場合でも、生
産設備の復旧や供給体制の正常化に相応の期間を要するほか、各国の備蓄・代替調達の動きなどから、タンカー
市況は当面高値圏で推移する可能性が高いとみられます（図表３）。原油価格や原材料価格の上昇だけでなく、
こうしたタンカー市況の高騰も物流等のコスト上昇を通じて企業収益の下押し材料になると考えられます。

図表2 原油タンカーの用船料の推移

ホルムズ海峡を通航する船舶は

2026年3月以降、大幅に減少

図表3 ホルムズ海峡を巡る3つのシナリオ

タンカー市況は、当面高水準が続く見込み

石油生産設備等の
破壊により正常化には
相当の期間が必要 ホルムズ海峡の混乱続く

①早期解除 ②制限継続 ③紛争再激化
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原油・原材料価格や物流コストの上昇
⇒企業収益の下押し材料
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